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基本食の有料支給について（通達） 

  

標記について、給食実施の手続に関する達（昭和４１年海上自衛隊達第１９号）

第１１条の規定に基づき、隊員が基本食の有料支給を受けられる場合を、下記のと

おり定める。 

  

記 

 

隊員は次に該当する場合、事前に食事の支給を求めることにより、基本食の有料

支給を受けることができるものとする。 

１ 幹部自衛官及び准海尉たる自衛官が営舎内に居住することを命ぜられ、営舎内

に居住している場合 

２ 職務の遂行に当たって、別表の支給事由に該当し、かつ、俸給支給機関の長が

基本食の有料支給をする必要があると認めた場合 
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別 表 

有料支給の支給事由 

 

区 分 支給事由 

当直勤務 
営舎外居住自衛官が警衛勤務を命ぜられ、又は営舎外居住自衛官若しくは

事務官等（以下「営外者等」という。）が当直勤務を命ぜられた場合 

天災地変等 
 営外者等が、天災地変等による交通の途絶のため、やむを得ず営舎内（こ
れに相当する場所を含む。）に宿泊する場合であって、部隊等の長が当該営
外者等に食事を支給する必要性を認める場合 

官署外日帰り訓練 
 勤務官署外で実施される日帰り訓練及び演習等に際し、部隊等の長が営外
者等に食事を支給する必要性を認める場合 

時間外勤務 
営外者等が通常の勤務時間外において、勤務することを命ぜられた場合で

あって、部隊等の長が当該営外者等に食事を支給する必要性を認める場合 

教官及び班長 
部隊等の学生の教育訓練に従事する営外者等（教官及び班長に限る。）が

当該部隊等の学生の教育訓練に従事する上で、部隊等の長が当該営外者等に
食事を支給する必要性を認める場合 

加給食との併給 
 営舎外居住自衛官が基本食と併せて航空加給食、潜水加給食及び特別警備
隊加給食の支給を受ける場合 

離島へき地勤務 
 部隊等の所在地が離島その他のへき地である等、勤務環境の事情があり、
部隊等の長が当該部隊等に勤務する営外者等に食事を支給する必要性を認
める場合 

統率上の会食 

 部隊等の長が隊員を統率する上で、当該隊員と会食する必要がある場合で
あって、次のような場合を例とする。 
⑴ 自衛隊記念日、部隊創設記念日その他部隊等における行事において会食

する場合  
⑵ 指揮官が統率上、隊員等を集めて会食する場合 

特に必要と認める
場合 

 前記のほか、食事の支給が特に必要と認められる場合であって、次のよう
な場合を例とする。 
⑴ 勤務官署内で実施される訓練及び演習等に関連し、その実施期間外にお

いて、部隊等の長が営外者等を隊内に宿泊させ、食事を支給する必要があ
ると認める場合 

⑵ 勤務官署内で実施される訓練及び演習等の実施期間中、宿泊を伴わない
ものの、関連作業又は会議等が深夜、早朝に及ぶことが明らかで、部隊等
の長が当該営外者等に食事を支給する必要性を認める場合 

⑶ 統率上の会食にあたり、部隊等の長が営外者等を会食に参加させ、食事
を支給する必要があると認める場合 

⑷ 自衛隊の周知宣伝のため、部隊等の長が視察し又は見学する部外者に同
行する営外者等に食事を支給する必要があると認める場合 

⑸ 勤務官署内の学校等において教育を受ける営外者等について、部隊等の
長が当該隊員を営舎内に宿泊させ、食事を支給する必要があると認め、現
に宿泊している場合 

⑹ 給食実施機関の長、給食担当官（補助者）、栄養担当官及び調理従事者
等である営外者等が適正かつ効果的な給食を実施するため、隊員に支給す
る給食を喫食し、分析検討する場合 

 


